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1. はじめに 

産業廃棄物をゴミとして捨てるのではなく，リ

サイクルして再利用することは，ごみ排出量の削

減になるばかりでなく，循環型社会の実現へとつ

ながる． 
「地域循環圏」とは，地域で循環可能な資源は

極力地域内で循環させ，それが困難なものについ

てはより広域で循環させることで，重層的な循環

型の地域づくりを目指したものである 1)．平成 30
年には，「自然共生圏」の概念と合わさって，「地

域循環共生圏」となったが，地域で自立・分散し

つつ，地域間で補完し支え合うという趣旨は変わ

っていない 2)． 
三重県においても，みえ県民力ビジョン（施策

152）「廃棄物総合対策の推進」において，ごみの

発生・排出抑制が進むとともに，廃棄物が資源と

して最適な規模で一層循環していくことにより，

最終処分される廃棄物が減少していくことを目指

している．そのために，さまざまな主体との連携

により廃棄物の発生抑制，再使用，再生利用の取

組を進めるとともに，資源循環を図り，持続可能

な循環型社会を実現していくこととしている．こ

れを受けて本調査研究事業では，県内の地域循環

（共生）圏の形成に貢献するため，県内企業から

排出される産業廃棄物について調査を行い，廃棄 

 
＊   ものづくり研究課 
＊＊  プロジェクト研究課 
＊＊＊ 窯業研究室伊賀分室 

物の性状・物性を分析評価し，それらの循環利用

のための可能性試験を進めた． 

 
2. 事業の実施状況 
2.1 各種廃棄物に関するヒアリング調査 

 令和 2 年度は 16 社にヒアリング調査を行った．

令和元年度までと同様，企業訪問を行い，産業廃

棄物の排出状況やリサイクルに際しての課題等を

聞きとり，可能な範囲で廃棄物のサンプリングを

行った．但し令和 2 年度は，新型コロナウィルス

感染拡大防止の観点から，時期によっては電話や

web 会議形式での聞き取りも実施した． 
プラスチック関連製品製造業においては，既に

端材等を社内でリサイクルしているケースが多か

った．しかし材料切り替え時に発生する，異なる

樹脂の混合物はリサイクルが難しく，廃棄せざる

を得ないという事例が，令和元年度の調査 3)に引

き続きみられた．また同様に，異なる樹脂を複合

化したもの（一体成型したものや貼り合わせたも

の等々）はリサイクルが困難ということであった． 

 素性の知れた，単一のプラスチックがリサイク

ルしやすい傾向にあるが，バイオプラスチック等

の新しい素材に対しては，単一のプラスチックと

は言えリサイクルルートが確立していないものも

あり，今後注視していく必要がある． 

 このような材質面からだけでなく，形状面から

もリサイクルの障害となっている事例もみられ

た．例えば，図 1 に示すようにシート状になって

いるものや，網目状になっているものなどは，通 
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図 1 特徴的な形状のプラスチック廃棄物 

の模式図 
 
常の装置ではカッターに絡まってしまうなどして

粉砕が困難であり，リサイクルに回せない現状も

あった． 
 更に，プラスチック製品製造業以外の企業から

も，廃棄する部品の部材がうまく分離できればリ

サイクルに回せる可能性はあるが，現状では捨て

てしまっている状況も示された．リサイクルを促

進するためには，強度等の機能を維持しつつ，分

離回収を考えた設計で部品を製造することが望ま

れる． 
2.2 各種廃棄物に関する可能性試験 

 各種プラスチック系の廃棄物について，赤外分

光光度計（FT-IR）（サーモフィッシャーサイエン

ティフィック株式会社製，NICOLET6700）による

樹脂種の分析を行った．その結果，汎用樹脂であ

るポリエチレン（PE）及びポリプロピレン（PP）
が多くみられた．PE 及び PP は，我が国のプラス

チック生産量の上位 2 種を占める 4)ことから，生

産量が多いものが廃棄量も多いことを示してい

る．但しこれ以外の種類の樹脂も無視できない量

が排出されており，樹脂の種類に応じたリサイク

ル技術が必要である． 

複合材料である繊維強化プラスチック系の廃棄

物について，X 線 CT 装置（株式会社島津製作所

製，inspeXio SMX-225CT FPD HR Plus）を用いて

内部を観察したところ，数 cm の比較的長い繊維

が複雑に積層しており，強固な複合体を形成して

いることが分かった．次にこの試料について粉砕

が可能か試験した．遊星型ボールミル（FRITSCH
社製，planetary mill pulverisette5）を用い，粉砕条 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 粉砕試験で得られた粉体 
 

件は rotational speed を 250 rpm，投入するメディ

アの数は 25 個とした．粉砕する試料は事前に 15 
mm 角にカットしたものを使用し，粉砕時間は 120 
min とした．粉砕試験により得られた粉体を図 2
に示す．このように，強固な複合体であっても時

間をかければサブ mm の大きさまで粉砕が可能な

ことが分かった． 

 また令和元年度に引き続き，木質バイオマス燃

焼灰や竹燃焼炭等についても可能性試験を進め

た． 
 
3. おわりに 

地域循環圏の考え方に基づく循環型社会の実現

に貢献するため，産業廃棄物の排出状況について

調査を行い，リサイクル可能性について試験した．

その結果，令和元年度までの調査で捉えられた傾

向を裏打ちするような知見とともに，バイオプラ

スチック等新しい動きに対応した知見も得られ

た． 
令和 2 年度までの 4 か年で，述べ 80 社を超え

る企業について調査を進め，50 種類近いサンプル

を試験することができた．本調査研究事業はいっ

たん終了するが，廃棄物のリサイクルは引き続き

重要な課題であり，これまでに得られた知見を活

用し，今後も継続的に調査研究事業を遂行してい

く予定である． 
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